
ガバナー補佐 松田 祐一 様
現在のロータリークラブが直面する課題

として、会員数の減少は深刻な問題であ
り、福井県内18クラブのうち、会員数30
人以下のクラブが10クラブにものぼると
いう厳しい現状です。

会員数が減ると、運営が苦しくなります。物価高や
円安に伴う国際ロータリーへの分担金増加も、クラブ
財政を圧迫する要因となり、運営が益々厳しいとは思
いますが頑張ってください。
今日は2点のお願いがございます。次期ガバナー補佐

の選出と、ロータリー財団への寄付についてです。
特に財団への寄付については、勝山クラブの実績が

県内で最も低い状況にありますので何とか増額をお願
いしたいと思います。

●会長スピーチ 会長 和田 達也
今日の例会はガバナー公式訪問事前クラ

ブ協議会です。大野ロータリークラブの
松田ガバナー補佐にお越しいただきまし
て、講評をいただきます。
今年度が始まって2か月が経とうとして

いますが、方向性は決まっていても内容
はまだまだですので、良い機会ですから皆さんもガバ
ナー補佐に質問していただくといいと思います。
今年度の基本方針を「ロータリーを楽しもう」とし

ました。私が入会して23年がたちました。地域の環境
変化が著しく、どう対応していくか悩みますが私たち
が出来る夢が持てる感動のある奉仕活動を行っていき
たいと思っています。
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●幹事報告 幹事 笠松 誠一
〇9月9日のガバナー公式訪問時の服装は、は上着、ネ
クタイ着用でお願いします。
〇2029-30年度ガバナー（ガバナー・ノミニー・デジグ
ネート）の推薦依頼
〇「令和８年熊本地震」復旧支援のための「情報提
供」のお願い
〇第55回ロータリー研究会 開催について
〇11月14日（土）インターシティミーティングの出欠
を15日までにお知らせください。
〇公共イメージ委員会発案で会員増強委員会とコラボ
して会員の名刺を作成します。個人の写真を載せたい
と思いますので、写真（イラスト加工も可）を事務局
へメールやLINEで送ってください。
写真撮影をご希望の方は例会時に事務局までお伝えく
ださい。

◆報告
20日に勝山市青少年健全育成推進大会に協賛団体とし
て出席してきました。
少年の主張として３中学から一人ずつ発表がありまし
た。当クラブの理科研究支援の参考にもできると感じ
ました。

●出席報告 小林 達治
8月25日 欠席1名 95％
8月18日 欠席2名 90％

●委員会報告
●会員増強・退会防止委員会 久保 光子
会員。

会長 和田 達也
幹事 笠松 誠一

地区基本方針 新しい扉を開く

●ニコニコ報告 幅田 浩二
事前クラブ協議会を迎えて 松田ガバナー補佐
届出欠席 山本泰司
無届欠席・早退 幅田浩二



奉仕プロジェクト委員会 織田 昌弘
「継続事業の見直し」「新規事業の検

討」「財団補助金活用の検討」を、全会員
で考えてまいります。4つの奉仕部門の枠に
とらわれず連携し、クラブの団結と活性化
を目指します。

職業奉仕委員会
「自らの職業を通して社会に奉仕する」

という基本を再確認し、キャリア教育にも
積極的に参加してまいります。

社会奉仕委員会 山本 泰司
継続事業に「参加したくなる」新しい仕

掛けを取り入れ、活動後の懇親の場を設け
るなど、活気ある時間にしていきます。

国際奉仕委員会
ボーズマンサンライズロータリークラブ

との交流を継続し、2028年度の来訪に向け
て、Zoomなどを活用した子どもたち同士の
交流も検討してまいります。

青少年奉仕委員会 滝川 博則
ボーズマンサンライズRCとのご縁を次世

代に広げるため、2028年を目標に、勝山の
子どもたちをボーズマンへ派遣する計画を
立てていきます。なお、長年担当した理科
作品展の金メダル授与は、本年度をもって
一区切りとさせていただきます。

ロータリー財団委員会 辻 利津子
財団活動に力を入れる年として、寄付の

意義を全員で再認識するため、例会時に情
報冊子を配置します。2026年10月25日の世
界ポリオデー街頭募金活動へのご協力をお
願いいたします。

米山記念奨学会委員会 梅田 秀司
従来通り、制度への深いご理解と温かい

ご寄付を賜りますよう、よろしくお願い申
し上げます。

クラブラーニングファシリテーター
多田 慶一郎

本年度は「炉辺会議」の継続開催、「新
入会員セミナー」によるサポート強化に加
え、新たに「事務手続きの共有化とマニュ
アル化」に取り組み、クラブ運営の安定化
を目指します。

ＳＡＡ 斎藤 清一郎
緊張感と和やかさのある例会運営と時間

厳守を徹底します。2ヶ月ごとの席替えや会
員による会場設営の交代制で、全員参加の
意識を高めてまいります。

会計 山内 政司
厳しい財政状況の中、適正な会計処理を

基本とし、将来の事業に支障が出ないよう
特別会計への積立を再開します。会費の集
金方法の見直しも検討してまいります。

会員増強・退会防止委員会 久保 光子
「会員増強か、会費を上げるかの二択」

という強い危機感のもと、「全会員」で取
り組みたい。
既に皆様からいただいた19名の候補者リ

ストを基に、チームで迅速にアプローチを
開始し、まずは会員一人一人が一名を誘う
ことを目標に活動してまいります。

公共イメージ委員会
クラブの活動を地域社会に分かりやすく

発信し、会員増強に繋げます。週報を刷新
し、会員コーナーを充実させることで、ク
ラブのイメージ向上に努めます。

クラブ管理運営委員会 小林 達治
例会が月3回となったからこそ、親睦ロー

タリー家族委員会とプログラム委員会が密
に連携し、質の高い例会運営を目指します。
皆様のご協力のおかげで7、8月は高い出席
率を維持できており、心より感謝申し上げ
ます。

親睦ロータリー家族委員会 山内智子
会員と会員の家族が様々な例会を通し、

親睦を深め、楽しいと思えるよう工夫して
いきます。

プログラム 幅田浩司
会員全員が楽しみ、交流を深められる魅

力あるプログラムを企画・運営し、安全で
円滑な行事を他の委員会とも協力し実施に
努めます。
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4つのテスト ①真実かどうか ②みんなに公平か ③好意と友情を深めるか ④みんなのためになるかどう
か
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